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研究成果の概要（和文）：高血圧患者を対象とした食塩摂取量の評価法としては、24時間蓄尿に基づく尿中食塩排泄量
の測定が正確であるが、蓄尿の妥当性を評価する必要があること、反復測定が困難であることの制約がある。一方、随
時尿に基づく食塩排泄量推定値を用いた評価は、減塩指導の効果判定など反復評価、経時的評価に優れ、実臨床ではよ
り有用と考えられた。さらにBDHQや塩分チェックシートなどを用いた食塩摂取内容の評価も合わせて行うことが具体的
実践指導により有効と言える。
一般住民や健診施設においても、簡便な塩分チェックシートと随時尿による評価の併用が減塩指導や啓発に有用である
。

研究成果の概要（英文）：Measurement of 24-h urinary salt excretion is the most reliable method to assess 
salt intake of the hypertensive patietns. However, its use is restricted because of the requirement of 
the validation of 24-h urine collection. The assessment by using spot urine is simple and can be measured 
repeatedly. Combined assessment of urinary salt excretion and the salt content of the food consumued by 
the individuals is effective for the practical guidance of salt reduction in hypertensive patients as 
well as for the general population.

研究分野：高血圧
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１．研究開始当初の背景 
高血圧は生活習慣病の中でももっとも多い
疾患であり、全国に約 4300 万人の患者がい
ると推定されている。高血圧に対する生活習
慣の修正の中でも食塩制限が、もっとも重要
な指導項目であることは高血圧治療ガイド
ラインにも明記されている。 
国民栄養調査によると日本人の食塩摂取量
は低下傾向にあるものの高血圧の治療に有
効なレベルにははるかに及ばない。申請者は
2007 年に発表した日本高血圧学会減塩ワー
キンググループ報告書において秤量法や質
問表を用いた食塩摂取量の評価や 24 時間蓄
尿、夜間尿、起床第 2尿、随時尿などを用い
た尿中食塩排泄量を指標とした評価法を提
示したが、信頼度が高い方法は簡便でなく、
簡便な方法は信頼度が低いことが欠点とな
り、実地臨床の場で広く使用される標準的評
価法が確立していないのが現状である。 
２．研究の目的 
高血圧患者および地域住民を対象として、食
塩摂取量の調査を質問表、随時尿、24時間蓄
尿を用いて評価し、各評価法の妥当性および
互換性を明らかにすることにより、対象に応
じた食塩摂取量の評価法を確立する。さらに
各評価法を用いて減塩指導の介入効果を検
討し、病院、健診機関、自治体などで応用可
能な手法を構築・提示する。 
３．研究の方法 
１）外来高血圧患者における食塩摂取量の評
価：各種評価法による検討 
国立病院機構九州医療センター高血圧外来
において 24 時間家庭蓄尿を施行して食塩排
泄量を評価し、継続的に通院中の患者を対象
とする。簡易型自記式食事歴法質問票（BDHQ）、
24 時間家庭蓄尿、随時尿による食塩摂取量の
評価を行い、各評価法の妥当性と互換性を検
証する。 
２）地域住民における食塩摂取量の評価：介
入効果の指標としての有用性の検討 
福岡県宗像市大島に在住する成人約200名を
対象として BDHQ による食事調査および随時
尿を用いた 1日食塩排泄量の推定を行い、食
塩摂取量をフィードバックするとともに減
塩指導を個人レベルあるいは集団レベルで
連携研究者により実施する。随時尿を用いた
食塩摂取量の評価を反復して減塩指導の効
果を判定する。 
４．研究成果 
１）外来高血圧患者における食塩摂取量の評
価：各種評価法による検討 
高血圧患者205名を対象として絶食下で随時
尿を採取し Tanaka らの方法による推定式を
用いた24時間食塩排泄量を測定したところ、
24 時 間 蓄 尿 実 測 値 と の 間 に は 、
r=0.30(p<0.01)と有意な正相関を認めた。こ
のことは、随時尿からの食塩排泄量推定値に
一定の妥当性があることを示唆しており、実
臨床において使用可能な食塩摂取量の評価
法と言える（図 1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
一方、食事記録調査（BDHQ）に基づく食塩摂
取量推定値と 24 時間蓄尿による実測値との
間にも r=0.34(p<0.001)と有意な正相関を認
めた（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
BDHQは調査前1か月間の食事内容や食行動を
調査するものであり、特定の 1日の食塩摂取
量と必ずしも一致するとは限らない。両者を
併用した減塩指導がより具体的かつ実践的
と言える。 
随時尿を用いた食塩摂取量の評価は、反復し
て行えることが最大の利点である。反復する
測定も 5回以上行うことにより、平均値、変
動係数ともに安定することから実臨床にお
いても個人の食塩摂取量の評価には、少なく
とも5回の評価を行うことが望ましいと言え
る（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
BDHQ など食事内容の調査は具体的減塩指導
につながる有用な情報を得ることができる
が、調査に時間を要し、結果をすぐにフィー
ドバックできないのが難点である。そこでわ



れわれは、簡便な食事調査のツールとして高
塩分食品の摂取頻度（7項目）、醤油やソース
をかける頻度、麺類の汁を飲むかなどの食行
動（4項目）、家庭での味付け、食事量など食
意識（2項目）を含む「塩分チェックシート」
を開発した。このチェックシートの得点と随
時尿を用いた食塩摂取量の推定値との間に
は r=0.30(p<0001)と BDHQ と遜色ない相関が
得られたことから（図 4）、診察室のみならず、
健診、市民への啓発イベントなど様々な場で
の減塩指導に使用可能と考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２）地域住民における食塩摂取量の評価：介
入効果の指標としての有用性の検討 
大島住民を対象として BDHQ で評価した推定
エネルギー補正値による食塩摂取量推定値
は、男性 14.2g/日、女性 11.9g/日であった。
一方、随時尿を用いた評価では、男性 9.6g/
日、女性9.1g/日であった。両者の間には0.17
（ｐ＜0001）と弱いながら有意な相関を認め
た（図 5）。対象者に高齢者が多く、食事に関
する詳細かつ正確な聞き取り調査が困難で
あった例も多いことが弱い相関となった一
要因と思われ、一般住民など多彩な背景を有
する集団での評価は随時尿を用いた方が望
ましいと思われた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
住民を対象として、高血圧や減塩について料
理教室や広報誌を通じた啓発活動を行い、1
年後に再度調査を行った結果、高血圧患者の
血圧管理は改善したが、尿中食塩排泄量の有
意な低下は認めなかった。住民レベルでの減
塩推進には、塩分チェックシートや随時尿を
用いた食塩摂取量の評価を繰り返し、減塩に
対する啓発を地道に行うことが必要と思わ

れる。 
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